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2
予
算
の
執
行
は
、
議
決
の
趣
旨
に
沿
っ
て
適
正
か
つ
効
果
的
に
行
わ
れ
て
い
る
か

3
財
務
に
関
す
る
事
務
は
、
財
務
規
則
及
び
関
係
法
令
等
に
適
合
し
て
公
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
か

4
財
産
の
取
得
、
管
理
及
び
処
分
は
、
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
か

な
ど
の
諸
点
に
主
眼
を
お
き
、
決
算
報
告
書
、
諸
帳
票
及
び
証
拠
書
類
等
を
精
査
照
合
す
る
と
と
も
に
、
関
係
職
員
か
ら
概
況
を
聴
取
し
、
併
せ
て
定
例
監
査
及
び
例
月
現
金
出
納
検
査
の
結
果
を
踏

ま
え
決
算
審
査
を
行
っ
た
。

第
4
決
　
算
　
の
　
状
　
況

１
　
決
算
規
模

一
般
会
計
の
歳
入
額
は
4,937億

4,485万
4,318円

で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
0.6％

増
加
し
、
歳
出
額
は
4,797億

8,843万
8,164円

で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
0.7％

増
加
し
た
。

恩
賜
県
有
財
産
特
別
会
計
ほ
か
11の

特
別
会
計
の
歳
入
額
は
、
3,059億

4,087万
9,503円

で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
5.4％

増
加
し
、
歳
出
額
は
2,948億

9,306万
9,258円

で
、
前
年
度
と
比
較
し
て

6.8％
増
加
し
た
。

２
　
決
算
収
支

一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
差
引
額
で
あ
る
形
式
収
支
は
、
139億

5,641万
6,154円

、
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
は
、
38億

2,401万
7,348円

で
共
に
黒
字
と
な
っ
た
。

ま
た
、
実
質
収
支
か
ら
前
年
度
の
実
質
収
支
を
差
し
引
い
た
単
年
度
収
支
は
、
6,096万

4,090円
の
赤
字
と
な
っ
た
が
、
財
政
調
整
基
金
へ
の
積
立
額
53億

945万
2,978円

及
び
地
方
債
繰
上
償
還
額
2

億
6,673万

1,957円
を
加
算
し
た
実
質
単
年
度
収
支
は
、
55億

1,522万
845円

の
黒
字
と
な
っ
た
。

特
別
会
計
の
形
式
収
支
は
、
110億

4,781万
245円

、
実
質
収
支
は
109億

843万
8,533円

で
共
に
黒
字
と
な
っ
た
。

な
お
、
単
年
度
収
支
及
び
実
質
単
年
度
収
支
は
、
29億

5,255万
5,348円

の
赤
字
と
な
っ
た
。

第
5
審
査
の
結
果
及
び
意
見

一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
の
決
算
は
、
関
係
諸
帳
票
、
証
拠
書
類
及
び
指
定
金
融
機
関
等
の
残
高
証
明
書
の
計
数
と
合
致
し
て
お
り
、
ま
た
、
予
算
の
執
行
、
財
務
に
関
す
る
事
務
及
び
財
産
の
管

理
は
、
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
次
の
1か
ら
4に
記
載
す
る
留
意
又
は
改
善
す
べ
き
事
項
が
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、
適
切
に
処
理
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

１
　
一
般
会
計
に
つ
い
て

（
1）
歳
　
入

①
　
歳
入
決
算
額
は
、
4,937億

4,485万
4,318円

で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
28億

4,588万
9,408円

（
0.6％

）
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
主
に
、
県
債
が
199億

860万
円
減
少
し
た
も
の
の
、
繰
入
金
が
78億

1,463万
3,067円

、
繰
越
金
が
65億

418万
6,268円

及
び
地
方
交
付
税
が
43億

5,594万
6,000円

増
加
し
た
こ
と
な

ど
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

歳
入
状
況
を
自
主
財
源
と
依
存
財
源
で
み
る
と
、
歳
入
総
額
に
占
め
る
割
合
は
、
自
主
財
源
が
40.8％

、
依
存
財
源
が
59.2％

と
な
っ
て
お
り
、
自
主
財
源
の
割
合
は
、
前
年
度
と
比
較
し
て
3.1

ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
自
主
財
源
で
あ
る
繰
入
金
が
、
市
町
村
振
興
資
金
特
別
会
計
や
商
工
業
振
興
資
金
特
別
会
計
な
ど
か
ら
の
繰
入
金
の
増
な
ど
に
よ
り
78億

1,463万
3,067円

増
加
し
た
の
に
対
し
、
依

存
財
源
で
あ
る
県
債
が
、
臨
時
財
政
対
策
債
の
減
少
な
ど
に
よ
り
199億

860万
円
減
少
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

我
が
国
の
経
済
状
況
は
、
平
成
24年

8月
に
内
閣
府
が
公
表
し
た
月
例
経
済
報
告
に
よ
る
と
、「
景
気
は
、
こ
の
と
こ
ろ
一
部
に
弱
い
動
き
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
復
興
需
要
等
を
背
景
と
し
て
、

緩
や
か
に
回
復
し
つ
つ
あ
る
。」
と
さ
れ
て
い
る
。

同
様
に
本
県
経
済
状
況
に
つ
い
て
も
緩
や
か
な
が
ら
も
持
ち
直
し
が
見
ら
れ
る
が
、
電
気
料
金
値
上
げ
な
ど
に
加
え
、
海
外
経
済
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
厳
し
い
状
況
が
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見
込
ま
れ
る
。

こ
う
し
た
経
済
動
向
の
中
で
、
県
の
財
政
基
盤
の
安
定
を
図
る
た
め
に
は
、
県
内
経
済
の
活
性
化
を
図
る
施
策
を
積
極
的
に
推
進
し
、
県
税
を
は
じ
め
と
し
た
自
主
財
源
の
充
実
、
確
保
に
努
め

ら
れ
た
い
。

同
時
に
、
地
方
税
財
源
の
充
実
強
化
と
地
方
交
付
税
の
必
要
額
の
確
保
を
引
き
続
き
国
に
要
望
さ
れ
た
い
。

②
県
債
発
行
額
は
、
751億

9,080万
円
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
199億

860万
円
（
20.9％

）
減
少
し
た
が
、
県
債
償
還
元
金
682億

7,693万
5,023円

を
上
回
っ
た
こ
と
か
ら
、
県
債
残
高
は
9,911

億
6,939万

5,200円
と
前
年
度
と
比
較
し
て
69億

1,386万
4,977円

増
加
し
た
。

県
債
残
高
の
増
加
は
、
後
年
度
の
大
き
な
財
政
負
担
と
な
り
、
財
政
の
硬
直
化
を
招
く
要
因
と
も
な
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
県
債
残
高
の
着
実
な
削
減
を
図
ら
れ
た
い
。

ま
た
、
臨
時
財
政
対
策
債
に
つ
い
て
は
、
残
高
が
累
増
し
て
お
り
、
そ
の
発
行
に
よ
ら
な
い
交
付
税
総
額
の
確
保
の
早
期
実
現
を
今
後
も
国
に
要
望
さ
れ
た
い
。

③
　
不
納
欠
損
額
は
、
4億
3,675万

1,538円
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
378万

5,681円
（
0.9％

）
増
加
し
て
い
る
。

不
納
欠
損
処
分
に
当
た
っ
て
は
、
債
権
管
理
の
効
率
性
や
決
算
に
お
け
る
債
権
の
適
正
な
表
示
を
行
う
意
味
か
ら
、
常
に
実
態
の
把
握
に
努
め
、
時
効
期
限
が
到
来
し
た
債
権
な
ど
に
つ
い
て
速

や
か
に
不
納
欠
損
処
分
の
手
続
き
を
行
う
な
ど
、
適
切
に
対
応
さ
れ
た
い
。

④
　
収
入
未
済
額
は
、
44億

6,556万
8,239円

で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
2億
2,625万

6,734円
（
4.8％

）
減
少
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
県
税
の
収
入
未
済
額
は
、
31億

7,976万
7,554円

で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
5億
402万

1,001円
減
少
し
て
い
る
。
そ
の
主
な
も
の
は
、
個
人
県
民
税
23億

6,209万
3,006円

、
自
動

車
税
3億
2,812万

2,205円
及
び
不
動
産
取
得
税
3億
2,431万

4,434円
で
あ
る
。

県
税
以
外
の
収
入
未
済
額
は
、
12億

8,580万
685円

で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
2億
7,776万

4,267円
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
主
な
も
の
は
県
営
住
宅
使
用
料
4億
248万

1,210円
、
行
政
代
執
行

に
係
る
費
用
3億
5,429万

4,540円
及
び
県
補
助
金
返
還
金
1億
5,591万

8,804円
で
あ
る
。

収
入
未
済
額
は
、
44億

6,556万
円
余
と
引
き
続
き
多
額
で
あ
る
。
債
権
の
回
収
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
財
源
確
保
と
公
平
負
担
の
観
点
か
ら
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
今
後
と
も
滞
納
の
実

態
把
握
に
努
め
、
督
促
、
滞
納
処
分
等
法
令
に
基
づ
く
厳
正
な
債
権
管
理
を
行
い
、
収
入
未
済
額
の
解
消
と
新
規
発
生
の
防
止
に
努
め
ら
れ
た
い
。

（
2）
歳
　
出

①
　
歳
出
決
算
額
は
、
4,797億

8,843万
8,164円

で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
34億

8,471万
6,190円

（
0.7％

）
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
主
に
、
土
木
費
が
43億

7,729万
3,231円

減
少
し
た
も
の
の
、
衛
生
費
が
65億

2,226万
8,260円

、
商
工
費
が
27億

3,324万
480円

及
び
災
害
復
旧
費
が
24億

9,242万
9,156円

増
加
し
た

こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

性
質
別
決
算
状
況
を
み
る
と
、
行
政
経
費
は
2,285億

3,224万
5,000円

で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
38億

2,984万
3,000円

（
1.7％

）
増
加
し
た
。

こ
れ
は
主
に
、
物
件
費
や
補
助
費
等
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
構
成
比
は
47.6％

と
前
年
度
よ
り
0.4ポ

イ
ン
ト
増
加
し
て
い
る
。

投
資
的
経
費
は
1,010億

9,773万
円
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
59億

5,189万
4,000円

（
5.6％

）
減
少
し
た
。

こ
れ
は
主
に
、
単
独
事
業
費
の
減
少
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
構
成
比
は
21.1％

と
前
年
度
よ
り
1.4ポ

イ
ン
ト
減
少
し
て
い
る
。

公
債
費
は
828億

7,189万
1,000円

で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
39億

6,761万
6,000円

（
4.6％

）
減
少
し
、
構
成
比
は
17.3％

と
前
年
度
よ
り
0.9ポ

イ
ン
ト
減
少
し
て
い
る
。

公
債
費
の
減
少
は
、
繰
上
償
還
、
公
共
事
業
等
債
及
び
一
般
単
独
事
業
債
の
償
還
が
減
少
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

今
後
と
も
、
公
債
費
や
人
件
費
な
ど
の
義
務
的
経
費
の
増
嵩
を
抑
え
、
財
政
の
硬
直
化
の
抑
制
に
努
め
ら
れ
た
い
。

②
　
翌
年
度
繰
越
額
は
113事

業
、
375億

6,324万
6,481円

で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
60事

業
、
57億

6,421万
1,509円

（
13.3％

）
減
少
し
て
い
る
。

内
訳
は
、
継
続
費
逓
次
繰
越
2事
業
、
18億

3,163万
4,585円

、
繰
越
明
許
費
84事

業
、
318億

1,162万
1,992円

、
事
故
繰
越
27事

業
、
39億

1,998万
9,904円

で
あ
る
。

今
後
と
も
計
画
的
な
事
業
執
行
に
努
め
ら
れ
た
い
。

③
　
不
用
額
は
95億

1,643万
8,345円

で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
80億

680万
3,705円

（
45.7％

）
減
少
し
て
い
る
。

今
後
と
も
事
務
事
業
の
見
直
し
を
さ
ら
に
進
め
、
計
画
的
な
事
業
執
行
に
努
め
ら
れ
た
い
。
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２
　
特
別
会
計
に
つ
い
て

①
恩
賜
県
有
財
産
特
別
会
計
ほ
か
11会

計
の
歳
入
総
額
は
、
3,059億

4,087万
9,503円

で
前
年
度
と
比
較
し
て
157億

6,942万
4,181円

（
5.4％

）
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

歳
出
総
額
は
、
2,948億

9,306万
9,258円

で
前
年
度
と
比
較
し
て
187億

3,373万
8,940円

（
6.8％

）
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

②
　
歳
入
総
額
か
ら
歳
出
総
額
を
差
し
引
い
た
歳
入
歳
出
差
引
額
は
、
110億

4,781万
245円

で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
29億

6,431万
4,759円

（
21.2％

）
の
減
と
な
っ
て
い
る
。

③
　
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
1億
3,937万

1,712円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
額
は
、
109億

843万
8,533円

で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
29億

5,255万
5,348円

（
21.3％

）
減
少
し
て
い
る
。

④
　
各
会
計
の
収
入
未
済
額
の
総
額
は
、
111億

4,409万
2,002円

で
、
そ
の
主
な
も
の
は
、
中
小
企
業
近
代
化
資
金
特
別
会
計
に
係
る
高
度
化
資
金
貸
付
金
償
還
金
107億

5,534万
3,271円

で
あ
る
。

ま
た
、
収
入
未
済
額
は
、
前
年
度
と
比
較
し
て
3億
5,766万

4,632円
（
3.1％

）
減
少
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
主
と
し
て
、
中
小
企
業
近
代
化
資
金
特
別
会
計
に
お
い
て
収
入
未
済
額
が
3億
6,400

万
9,180円

減
少
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

収
入
未
済
額
の
総
額
は
多
額
で
あ
り
、
そ
の
解
消
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
厳
正
な
債
権
管
理
を
行
い
収
納
促
進
に
努
め
ら
れ
た
い
。

⑤
特
に
、
高
度
化
資
金
貸
付
金
償
還
金
に
つ
い
て
は
、
債
権
譲
渡
に
よ
る
収
入
未
済
額
の
回
収
に
つ
い
て
見
通
し
が
つ
い
た
も
の
の
、
回
収
見
込
額
は
債
権
総
額
か
ら
す
る
と
少
額
で
あ
り
、
多
額

の
回
収
不
能
額
が
発
生
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。
今
後
は
、
既
存
債
権
に
対
す
る
適
正
な
債
権
管
理
を
徹
底
し
、
新
た
な
収
入
未
済
の
発
生
防
止
に
も
十
分
留
意
さ
れ
た
い
。

収
入
未
済
額
の
内
訳

恩
賜
県
有
財
産
特
別
会
計

3,482万
6,669円

（
36件

）
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
特
別
会
計

1億
4,899万

7,528円
（
368件

）
中
小
企
業
近
代
化
資
金
特
別
会
計

107億
9,637万

4,711円
（
21件

）
農
業
改
良
資
金
特
別
会
計

1億
5,070万

2,905円
（
25件

）
林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
特
別
会
計

1,319万
189円

（
3件
）

⑥
各
会
計
の
実
質
収
支
額
推
移
状
況
は
次
の
と
お
り
で
あ
り
、
平
成
23年

度
の
総
額
は
、
109億

843万
8,533円

と
前
年
度
と
比
較
し
て
大
き
く
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
市
町
村
振
興
資
金
特

別
会
計
に
お
い
て
一
般
会
計
へ
43億

円
を
繰
り
出
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
今
後
も
、
特
別
会
計
内
に
滞
留
し
て
い
る
資
金
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
一
般
会
計
に
繰
り
出
す
な
ど
、

有
効
活
用
の
観
点
か
ら
予
算
配
分
と
執
行
に
留
意
さ
れ
た
い
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
。）

３
　
財
政
運
営
に
つ
い
て

①
本
県
の
財
政
状
況
を
歳
入
面
か
ら
見
る
と
、
自
主
財
源
総
額
は
2,015億

1,984万
9,880円

で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
164億

752万
3,420円

増
加
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
市
町
村
振
興
資
金
特

別
会
計
か
ら
の
繰
入
金
43億

円
を
含
む
特
別
会
計
や
基
金
か
ら
の
繰
入
金
が
78億

1,463万
3,067円

、
繰
越
金
が
65億

418万
6,268円

、
県
税
収
入
が
9億
5,905万

6,057円
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
依
存
財
源
の
う
ち
地
方
交
付
税
と
臨
時
財
政
対
策
債
を
合
わ
せ
た
総
額
（
実
質
交
付
税
）
は
、
平
成
22年

度
の
県
税
収
入
の
増
に
伴
う
普
通
交
付
税
の
減
額
精
算
が
平
成
23年

度
か
ら
始

ま
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
1,703億

2,172万
8,000円

と
前
年
度
と
比
較
し
て
123億

3,865万
4,000円

（
6.8％

）
の
大
幅
な
減
額
と
な
っ
た
。

②
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
示
す
指
標
で
あ
る
経
常
収
支
比
率
は
、
介
護
保
険
給
付
費
や
後
期
高
齢
者
医
療
給
付
費
な
ど
の
義
務
的
経
費
が
増
加
し
た
一
方
で
、
経
常
一
般
財
源
等
が
減
少
し
た
こ
と

に
よ
り
、
4.3ポ

イ
ン
ト
上
昇
（
悪
化
）
し
て
92.5％

と
な
っ
て
い
る
。

経
常
一
般
財
源
等
の
減
少
は
、
主
と
し
て
、
普
通
交
付
税
の
減
額
精
算
な
ど
に
伴
う
実
質
交
付
税
の
大
幅
な
減
少
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

財
政
の
硬
直
化
は
、
財
源
の
重
点
的
、
政
策
的
経
費
へ
の
投
資
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
か
ら
義
務
的
経
費
の
抑
制
に
努
め
る
と
と
も
に
、
県
税
等
一
般
財
源
の
確
実
な
確
保
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

③
　
実
質
公
債
費
比
率
に
つ
い
て
は
、
16.8％

で
前
年
度
と
比
較
し
て
1.1ポ

イ
ン
ト
上
昇
（
悪
化
）
し
て
い
る
。

公
債
費
は
、
過
去
の
経
済
対
策
の
た
め
に
発
行
し
た
多
額
の
県
債
の
影
響
等
に
よ
り
、
当
面
、
元
利
償
還
金
が
高
止
ま
り
す
る
中
で
、
交
付
税
措
置
率
の
低
い
県
債
の
償
還
が
増
加
し
て
い
く
見

込
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
実
質
公
債
費
比
率
は
、
上
昇
傾
向
に
あ
る
も
の
と
見
込
ま
れ
る
。

実
質
公
債
費
比
率
は
、
地
方
債
の
発
行
に
総
務
大
臣
の
許
可
が
必
要
と
な
る
18％

を
下
回
っ
て
い
る
も
の
の
厳
し
い
財
政
運
営
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
県
債
の
発
行
に
あ
た
っ
て
は
、
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財
政
運
営
上
の
観
点
か
ら
、
よ
り
一
層
慎
重
な
意
思
決
定
が
必
要
と
な
る
。

④
歳
入
の
大
幅
な
増
加
が
見
込
め
な
い
一
方
で
、
公
債
費
や
社
会
保
障
関
係
費
な
ど
の
増
嵩
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
る
と
と
も
に
、
財
政
の
硬
直
化

が
一
層
進
行
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

今
後
と
も
、「
第
二
期
チ
ャ
レ
ン
ジ
山
梨
行
動
計
画
」
を
着
実
に
実
施
す
る
中
で
、
行
財
政
改
革
を
推
進
し
、
県
民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し
た
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
、

限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用
し
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
財
政
運
営
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
的
な
行
政
運
営
を
維
持
・
確
保
で
き
る
健
全
な
財
政
構
造
の
構
築
に

努
め
ら
れ
た
い
。

４
　
財
産
に
つ
い
て

①
普
通
財
産
に
係
る
未
利
用
地
の
売
却
等
処
分
及
び
有
効
利
用
の
推
進
は
、
県
歳
入
を
確
保
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
未
利
用
地
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
末
で
32件

、
33万

9,680.55㎡
が
残
さ
れ

て
い
た
が
、
平
成
23年

度
に
第
二
期
チ
ャ
レ
ン
ジ
山
梨
行
動
計
画
に
沿
っ
て
、
1件
、
2,134.38㎡

を
売
却
し
た
ほ
か
、
民
間
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
事
業
用
地
と
し
て
23万

8,658.29㎡
の
貸
付
を
行
う

こ
と
と
し
、
事
業
課
へ
財
産
の
引
継
ぎ
を
行
う
な
ど
改
善
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
28件

、
12万

1,208.22㎡
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
引
き
続
き
売
却
等
処
分
及
び
有
効
活
用
の
推
進

に
努
め
ら
れ
た
い
。

②
　
公
共
事
業
に
伴
う
取
得
用
地
の
未
登
記
に
つ
い
て
は
、
当
年
度
取
得
分
130筆

を
含
め
、
平
成
23年

度
末
累
計
で
3,100筆

を
超
え
る
未
登
記
が
認
め
ら
れ
た
。

取
得
用
地
の
登
記
に
つ
い
て
は
、「
過
年
度
未
登
記
処
理
方
針
」
を
策
定
し
、
未
登
記
の
解
消
に
努
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
県
有
財
産
の
適
正
管
理
の
観
点
か
ら
、
未
登
記
の
解
消

に
向
け
、
な
お
一
層
努
力
さ
れ
た
い
。

③
平
成
23年

度
に
行
政
財
産
の
土
地
に
つ
い
て
、
全
庁
的
に
公
有
財
産
台
帳
の
再
確
認
を
行
っ
た
結
果
、
当
年
度
中
の
土
地
の
面
積
の
変
動
事
由
の
う
ち
、
件
数
で
は
約
7割
、
面
積
で
は
約
3割
が

公
有
財
産
台
帳
へ
の
登
録
漏
れ
や
誤
り
に
よ
る
訂
正
で
あ
っ
た
。

財
産
管
理
に
あ
た
っ
て
は
、
今
後
も
適
切
な
事
務
の
執
行
に
努
め
ら
れ
た
い
。

山
梨
県
告
示
第
四
百
五
十
七
号

平
成
二
十
四
年
十
二
月
定
例
県
議
会
に
お
い
て
認
定
さ
れ
た
平
成
二
十
三
年
度
山
梨
県
公
営
企
業
会

計
の
決
算
及
び
当
該
決
算
に
係
る
監
査
委
員
の
意
見
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事

横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

１
　
決
算
の
認
定
に
係
る
議
会
の
議
決
　
認
定

２
　
山
梨
県
営
電
気
事
業
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